
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安来市立伯太中学校だより       「日
ひ

出
いず

る中学校 教育の光は伯中から」 

 

 

 

                       令和４年１１月２０日号 （ 文責 ： 校長 實重 詔子 ） 

学校教育目標 「豊かな人間性と自主的精神に満ちた生徒を育てる」 

 

「音速 光速 心速 ～届け 僕らの協和音（ハーモニー）～」！ 

11 月３日、安来市総合文化ホールアルテピアにて校内音楽祭を開催しました。内容は、合唱コンクールと吹奏楽部

の発表です。本校の合唱コンクールは２部制で、「課題曲の部」ではどの学年も「絆」を歌いました。「自由曲の部」では、

各学級が異なる曲を発表しました。どの学級の合唱も、全員が「自分たちの合唱をつくりあげたい」という共通の思いを

もって協力してきたことが伝わる、素晴らしいハーモニーでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

１年１組（優良賞）「地球星歌」 

 同じ地球に暮らす、すべての人や生物、物への感謝を表した

メッセージソングを歌いました。練習初日から男子がトイレ前

でまとまってパート練習をしている姿などから、「みんなで団結

しよう」というムードが伝わっていました。初めてのステージ

で緊張したと思いますが、一人ひとりが丁寧に歌い上げました。

ピアノも優しい音色で合唱を支えました。 

 

２年１組（優秀賞）「やさしさに包まれたなら」 

 軽やかなピアノで始まるこの曲を、弾むようなリズ

ム感をもって歌うことができました、全員がこの曲の

世界に入って、味わいながら歌っている様子が伝わり

ました。男声のまとまりの良さ、女声の高音の響きの

美しさも素晴らしかったです。多くの人が知っている

曲でしたが、１組らしい合唱に仕上げました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

２年２組（優良賞）「旅立ちの時～Asian dream song～」 

 久石譲作曲の 1998 年長野パラリンピック冬季大会のテーマ

ソングで、中学校の合唱コンクールで歌われることの多い、人

気の曲です。音程がしっかりとれた美しい男声が、女声の美し

い高音の響きを包みました。さまざまな困難があっても、もう

前を向いて進んでいくだけだ、という強い決意を感じさせる、

歌が表している感情が伝わる発表でした。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

３年１組（最優秀賞） 
「あなたへ～旅立ちに寄せるメッセージ」 

合唱組曲「時の女神」の７曲目にあたる、組曲最後

の歌です。「つながる」「わかり合う」という言葉をか

みしめながら、全員の気持ちをひとつにして歌うこと

ができました。３年１組は日頃から「手と手をつなぎ、

仲間の手の温もりを感じ合って」協力して生活をして

います。だからこそつくれたハーモニーでした。 

 

 

 

 



食事のマナーアップ 

食事マナーアップ週間として、伯太中校区全体で食事

（給食）のマナーアップ向上をめざす取組を行いまし

た。こども園・小学校・中学校共通のめあてを「食器を

持って食べよう」とし、本校独自のめあてを「好き嫌い

せずバランス良く食べよう」と設定しました。 

 

 

 

 

各学級の給食委員が活動の説明を行い、一人ひとりが

上記２つのめあてについて、自己を振り返りました。 

今後も食器を持って姿勢良く食べるという基本作法を

身につけ、バランス良く栄養をとって健康で幸せな生活

が送れるようにしていきましょう。 

【安来市毛筆書写コンクール】 

✦金賞  

１年 藤原 桜希 

３年 宮本 倫伽 

✦銀賞  

２年 田邊 真希 栂瀬 真心 

３年 日野 絢那 福田愛真 

（すべて敬称略） 

３年生が２年生に 

３年生が、２年生に対して職場体験学習を通して学ん

だことや考えたことなどを発表しました。安来高校の先

生方にも見ていただきました。 

７事業所ずつ分かれて３年１組教室、多目的室、コン

ピューター室、美術室の４会場で同時に発表会を行い、

２年生は発表を聞いて質問や感想を述べ、Google フォー

ムで感想等を入力しました。 

３年生が語った「働くことの厳しさ、やりがい、自分

の将来・生き方、ふるさと伯太、社会生活に必要なマナ

ーや常識、今必要なこと」について、２年生のみなさん

はどう感じましたか。 

短い時間ではありましたが、大変学びの多い活動でし

た。来年度もこの取組を続けたいと思います。 

 

 

 

 

   

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あいさつは伯太町のじまん！ 

伯太中校区小中連携推進会議（E ネットはくた）生

活づくり部の活動として、今年も「あいさつプロジェ

クト」を実施しました。町内の各小学校を卒業した中

学生が、出身小学校とこども園を訪れ、登校児童と園

児にあいさつをしました。 

母里小では、中学校を代表してあいさつした生徒

が児童のみなさんに対して、「中学生になったら今日の

ように出身小学校であいさつ活動を続けてほしい」と

語りました。 

人に会ったらあいさつは「するもの」。伯太町内で

は幼いときからこのふるまいが身についていると感じ

ます。明るいまちをつくる大切な要素だと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

【第７５回島根県科学作品展】 

✦入選  

２年 細田 玲志  

塚原 健琉  

西村 柊人 

【第 57 回島根県硬筆書写コンクール】 

✦金賞  

１年 長谷川ひより 

２年 田邊 真希 渡邊 瑠那 

３年 石倉 佳奈 大草 陽詩 

仁田 羽姫 福田 愛真 

宮本 倫伽 

●
伯
太
中
へ
の
ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！ 

（
伯
太
地
区
厚
生
保
護
女
性
会
よ
り
図
書
費
・
寺
田
教
育
委
員
様
よ
り
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
球
根
・
安
田
地
区
遠
藤
様
よ
り
季
節
の
お
花
を
い
た
だ
き
ま
し
た
） 


